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7/13（土）・14（日）、
8/17（土）・18（日）、9/29（日）

　
叡
啓
大
学
（
広
島
市
）
は
、
社

会
を
前
向
き
に
変
え
る
チ
ェ
ン

ジ
・
メ
ー
カ
ー
を
育
て
る
「
22
世

紀
型
大
学
」
と
し
て
1
0
0
年
先

の
未
来
予
想
図
を
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
よ
う
、
社
会
を
変
え
る
「
実
践

力
」と
世
界
で
通
じ
る
「
教
養
力
」

を
培
う
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
大
で
は
5
月
24
日
、
日
本
の

先
端
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教

　「
人
間
尊
重
」「
自
由
自
治
」
を

基
盤
と
し
、
新
し
い
人
類
史
の
展

開
に
対
し
て
責
任
を
負
い
、
世
界

に
尽
力
す
る
人
材
の
育
成
を
使
命

と
し
て
き
た
京
都
精
華
大
学
（
京

都
市
）。
同
大
は
5
月
18
日
、
大

学
独
自
の
奨
学
金
制
度
「
京
都
精

華
大
学
英
語
資
格
取
得
奨
学
金
」

を
新
設
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
同
奨
学
金
制
度
は
、
国
際
文
化

学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

学
科
に
在
籍
す
る
2
〜
4
年
次
の

国
内
学
生
に
対
し
て
、
毎
年
受
験

す
るT

O
E
IC

の
点
数
条
件
を
満

た
し
た
全
員
に
返
還
不
要
の
50
万

円
を
給
付
す
る
と
い
う
も
の
。
必

要
な
ス
コ
ア
は
、「
1
年
次
修
了

ま
で
にT

O
EIC

L&
R

5
8
0

以
上
」「
2
年
次
修
了
ま
で
に

T
O
E
IC
L&
R

6
9
0
以
上
」

「
3
年
次
修
了
ま
で
にT

O
E
IC

L&
R

7
8
5
以
上
」
だ
。

　
同
大
で
は
平
成
30
年
春
よ
り
、

令
和
6
年
度
を
完
成
年
度
と
し
た

7
年
間
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「V
ISIO

N
2024

SE
IK
A

」

を
定
め
、
そ
の
中
で
「
グ
ロ
ー
バ

ル
な
大
学
」
を
目
標
の
一
つ
に
掲

げ
て
き
た
。
令
和
7
年
度
か
ら
、

段
階
的
に
教
学
改
革
を
行
う
グ
ロ

ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
で

は
、
2
年
次
に
6
カ
月
間
国
内
外

の
拠
点
を
選
ん
で
滞
在
す
る
「
長

期
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
必
修

科
目
と
し
て
設
置
し
、
同
学
科
の

学
生
全
員
が
12
の
国
や
地
域
に
分

か
れ
て
訪
問
し
、
自
身
の
設
定
し

た
テ
ー
マ
で
研
究
を
行
う
。

　
令
和
7
年
度
か
ら
は
独
自
の
英

語
科
目
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
語

学
力
強
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

始
。
大
学
生
活
4
年
間
で T

O
E
IC

7
0
0
点
の
取
得
を
目

指
す
と
い
う
。
さ
ら
に
、
全
学
部

の
共
通
科
目
と
し
て
、
1
〜
4
週

間
の
海
外
体
験
を
積
む
「
海
外
シ

ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
、
学

生
が
各
々
の
都
合
に
合
わ
せ
て
自

由
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
、
海

外
へ
赴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
同
奨
学
金
の
特
待
生
を
さ
ら
な

る
語
学
力
の
向
上
を
目
指
す
機
会

と
し
て
、
4
年
間
の
中
で
積
極
的

に
海
外
経
験
を
積
み
、
視
野
を
広

育
効
果
・
成
果
を
直
接
視
察
し
、

深
い
洞
察
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

高
等
教
育
機
関
運
営
団
体
組
合

（S
E
M
E
S
P

）
のR

odrigo
C
apelato

事
務
局
長
、E

SPM

大
学
のA

lexandre
U
ehara

教
授
を
は
じ
め
と
す
る
約
40
人
の

関
係
者
が
訪
れ
た
。
訪
問
団
一
行

は
、
5
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で
の

期
間
で
日
本
の
大
学
を
訪
問
。
広

島
県
内
の
大
学
で
は
、
同
大
が
訪

問
先
と
な
っ
た
。

　
当
日
は
始
め
に
、
同
大
の
有
信

睦
弘
学
長
とSE

M
E
SP

の
事
務

局
長
で
あ
るC

apelato

氏
の
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。SE

M
E
SP

は

平
成
21
年
よ
り
海
外
で
の
視
察
を

行
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

C
apelato

氏
は
、「
今
回
の
訪
問

で
は
、
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
学
び
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
高
等
教
育
に
お
け
る

課
題
解
決
に
役
立
て
た
い
」
と
、

述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
同
大
ソ
ー
シ
ャ
ル
シ

ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
長
の
保
井

俊
之
教
授
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
同
大
の
概
要
や
教
育
活
動
に
つ

い
て
解
説
。
質
疑
応
答
で
は
、
男

女
比
や
留
学
生
の
数
、
課
題
解
決

演
習
や
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
訪
問
団
は
同
大
学
生
3

人
に
よ
る
ガ
イ
ド
で
学
内
の
施
設

や
寮
を
見
学
。
そ
の
後
、
3
年
次

生
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
課
題
解

決
演
習
Ⅱ
」
の
授
業
を
視
察
し

た
。
川
瀨
真
紀
教
授
が
授
業
に
つ

い
て
の
概
要
を
説
明
し
、
訪
問
団

か
ら
は
「
企
業
と
ど
の
ぐ
ら
い
の

頻
度
で
連
携
し
て
学
ぶ
の
か
」
と

い
っ
た
具
体
的
な
質
問
が
投
げ
か

け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
学
生

は
積
極
的
に
英
語
で
回
答
し
て
い

る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

C
apelato

氏
は
今
回
の
訪
問

を
通
し
て
、「
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本

の
大
学
教
育
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
多

く
の
若
者
が
大
学
で
学
ぶ
機
会
を

得
ら
れ
ず
、
18
歳
か
ら
24
歳
の
若

者
の
大
学
進
学
率
は
わ
ず
か
20
％

で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
学
生
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ

と
や
、
大
学
で
学
び
た
い
と
い
う

9
人
が
入
学
し
、
今
後
さ
ら
な
る

増
加
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
受
け
入
れ
強
化
に
際
し
て

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
、
外
国

人
留
学
生
の
日
本
語
力
・
学
力
の

さ
ら
な
る
向
上
と
、
友
達
づ
く

り
・
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
新
設
し
た
の
が
「
日
本
語
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
だ
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
は
、
外
国
人
支
援
や
海
外

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
上
回
生
の

日
本
人
学
生
が
「
日
本
語
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
タ
ー
（
以
下
、
日
本
語
ピ

ア
サ
ポ
）」
と
し
て
支
援
に
あ
た

る
。
外
国
人
留
学
生
が
キ
ャ
ン
パ

ス
に
滞
在
す
る
こ
と
に
よ
る
「
環

境
型
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
や
互
い

の
語
学
力
向
上
に
加
え
、
多
文
化

に
対
す
る
幅
広
い
知
見
を
深
め
て

い
く
「
経
験
型
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
を
目
指
し
て
い
く
。

　
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
週
に

2
回
の
開
催
だ
。
日
本
語
ピ
ア
サ

ポ
が
、
外
国
人
留
学
生
と
共
に
日

本
語
学
習
や
正
課
授
業
と
連
携
し

た
学
習
、
課
題
・
レ
ポ
ー
ト
に
取

り
組
み
、
日
本
語
能
力
と
基
礎
学

力
の
向
上
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
学
生
生
活
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
っ
て
交
流

を
深
め
る
こ
と
で
、
外
国
人
留
学

生
の
感
じ
る
「
言
葉
・
制
度
・
心

の
壁
」
な
ど
の
不
安
の
解
消
に
も

　
こ
れ
ま
で
80
余
年
に
わ
た
り
、

仏
教
精
神
に
も
と
づ
く
女
子
教
育

に
取
り
組
ん
で
き
た
京
都
光
華
女

子
大
学
（
京
都
市
）。
同
大
は
今

年
の
4
月
よ
り
、
外
国
人
留
学
生

へ
の
〝
寄
り
添
い
支
援
〞
の
た
め

の
「
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を

新
設
し
た
。

　
同
大
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
」
を
推
進
す
る
た
め
、

令
和
5
年
度
よ
り
外
国
人
留
学
生

の
受
け
入
れ
強
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（C

O
V
ID
-19

）
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
受
け
入
れ
は
低
迷

し
て
い
た
が
、
今
春
は
中
国
6

人
、
韓
国
1
人
、
ス
リ
ラ
ン
カ
1

人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
1
人
の
合
計

つ
な
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
郷
同
士
で
過
ご
し
が

ち
な
外
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
日
本
人
学
生
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本

人
学
生
に
と
っ
て
も
、
多
様
な
文

化
的
背
景
を
持
つ
留
学
生
と
ふ
れ

合
う
こ
と
で
、
国
際
的
な
視
野
を

広
げ
異
文
化
理
解
が
深
ま
る
学
び

の
場
と
し
て
、
双
方
の
勉
学
や
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
充
実
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
4
〜
5
月
に
は
、
履
修

登
録
の
確
認
か
ら
、
授
業
振
替
日

や
学
校
行
事
へ
の
持
ち
物
等
の
確

認
、
課
題
提
出
方
法
や
教
員
と
の

連
絡
の
取
り
方
等
、
基
礎
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
さ
ら
に
、
授
業
課
題
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
、「
パ
ソ
コ
ン
へ
の

文
章
入
力
時
の
漢
字
変
換
が
正
し

い
も
の
に
な
ら
な
い
」
や
「
母
国

か
ら
持
ち
込
ん
だ
パ
ソ
コ
ン
に
課

題
で
指
定
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト

フ
ォ
ン
ト
が
入
っ
て
い
な
い
」
な

ど
、
日
本
人
学
生
で
は
あ
ま
り
抱

く
こ
と
の
な
い
悩
み
も
発
覚
。
日

本
語
ピ
ア
サ
ポ
の
学
生
た
ち
は
、

文
字
変
換
の
コ
ツ
を
教
え
た
り
、

学
習
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
パ
ソ
コ

ン
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
伝
え
た

り
す
る
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
を
徹
底

し
て
き
た
。

　
先
月
5
月
22
日
に
は
、「
日
本

語
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」
が

実
施
さ
れ
た
。
研
修
に
は
日
本
語

教
育
の
専
門
家
で
あ
る
京
都
大
学

（
京
都
市
）
の
佐
々
木
准
教
授
が

登
壇
。
佐
々
木
准
教
授
は
ま
ず
、

普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
学
生
た

ち
に
声
を
か
け
、
日
本
語
ピ
ア
サ

ポ
が
ど
の
よ
う
に
留
学
生
と
関
わ

っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
終
了
後
、
日
本

人
学
生
た
ち
は
佐
々
木
准
教
授
の

講
義
を
受
講
し
た
。
留
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
際
の
基
本
と
し
て
、

「
留
学
生
の
こ
と
を
知
る
」
と
い

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
い
た

後
、
留
学
生
が
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
困
難
を
感
じ
、
そ
れ
を
ど
う

克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

知
る
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
ト
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
の
だ
と
学
生
た
ち

に
指
導
が
な
さ
れ
た
。
同
研
修
は

6
月
12
日
に
も
座
談
会
形
式
で
実

施
予
定
だ
。
日
本
語
ピ
ア
サ
ポ
が

抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
佐
々
木

准
教
授
よ
り
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
と
い
う
。
日
本
人
学

生
と
外
国
人
留
学
生
の
両
者
が
共

に
成
長
し
て
い
く
同
活
動
の
取
り

組
み
に
今
後
も
注
目
だ
。

意
欲
を
育
て
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
課
題
で
す
。
さ
ら
に
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
大
学
の
多
く
は
私
立
で
あ

り
、
経
済
的
な
理
由
で
学
費
を
払

え
ず
に
中
途
退
学
す
る
学
生
も
多

く
い
ま
す
」
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日

本
に
お
け
る
大
学
教
育
や
若
者
の

意
識
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
続
け
て
、「
叡
啓
大
学
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
力

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
非
常

に
革
新
性
を
感
じ
ま
し
た
。
将
来

的
に
必
要
と
さ
れ
る
人
々
を
育
て

る
た
め
に
も
、
学
生
が
こ
こ
で
学

ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
」
と
、
同
大
の
教
育
体
制
に

対
し
て
コ
メ
ン
ト
。

　
叡
啓
大
で
は
、
新
し
い
教
育
シ

ス
テ
ム
を
広
め
る
た
め
に
も
、
今

後
も
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら

の
視
察
訪
問
を
受
け
入
れ
て
い
く

と
い
う
。

　
文
部
科
学
省
は
5
月
24
日
、

「
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調

査
」
お
よ
び
「
日
本
人
の
海
外

留
学
者
数
」
等
に
つ
い
て
、

O
E
C
D
等
に
よ
る
統
計
や
留

学
生
支
援
を
行
う
日
本
学
生
支

援
機
構
（
J
A
S
S
O
、本
部
・

横
浜
市
）
に
よ
る
外
国
人
留
学

生
の
在
籍
状
況
・
日
本
人
学
生

の
海
外
留
学
等
に
関
す
る
調
査

結
果
を
も
と
に
、
最
新
状
況
を

　
ま
た
、「
日
本
語
教
育
機
関
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
に

日
本
語
教
育
機
関
を
対
象
と
す

る
調
査
を
開
始
し
て
以
来
過
去

最
多
の
9
万
7
1
9
人
。
対
前

年
度
比
4
万
1
3
1
4
人
増
加

と
、
大
き
く
伸
長
し
て
い
る
。

　「
出
身
地
域
別
」
で
は
、
主

な
出
身
国
の
う
ち
、「
ネ
パ
ー

ル
（
3
万
7
8
7
8
人
）」「
ミ

ャ
ン
マ
ー
（
7
7
7
3
人
）」

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

（
5
3
2
6
人
）」「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
（
4
0
7
6
人
）」

か
ら
の
外
国
人
留
学
生
数
に
つ

い
て
は
、C

O
V
ID
-19

の
感

染
拡
大
前
を
上
回
っ
た
。

　
同
様
に
、
J
A
S
S
O
が
実

施
し
て
い
る
「
日
本
人
学
生
留

学
状
況
調
査
」
に
よ
る
と
、
大

学
等
が
把
握
し
て
い
る
日
本
人

学
生
の
海
外
留
学
状
況
は
、
令

和
4
年
度
で
5
万
8
1
6
2
人

（
同
4
2
8
・
8
％
増
）。
増

加
は
し
て
い
る
も
の
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
前
の
半
数
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
か
ら
海
外
へ
の
留
学
生

数
の
多
い
国
・
地
域
は
、「
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
」
が
最
多
で
1

万
1
8
8
0
人
（
同
2
2
9
・

7
％
増
）。
次
点
は
「
カ
ナ
ダ
」

6
7
3
5
人
（
同
4
6
6
・
4

％
増
）
と
続
く
。
比
較
的
早
期

に
入
国
制
限
の
緩
和
に
動
い
た

欧
米
諸
国
へ
の
留
学
が
令
和
3

年
度
夏
以
降
回
復
に
向
か
っ
た

が
、
令
和
4
年
度
は
ア
ジ
ア
諸

国
に
つ
い
て
も
入
国
制
限
が
緩

和
さ
れ
、
留
学
生
数
の
増
加
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
一
方
、
O
E
C
D
や
ユ

ネ
ス
コ
、
米
国
国
際
教
育
研
究

所
（
I
I
E
）
等
の
令
和
3

年
統
計
を
も
と
に
、
海
外
機
関

が
把
握
し
て
い
る
日
本
人
の
海

外
留
学
者
数
を
、
長
期
留
学
を

主
軸
に
文
部
科
学
省
が
集
計
し

た
と
こ
ろ
、
4
万
1
6
1
2
人

（
同
2
・
6
％
減
）
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　
留
学
者
数
の
多
い
国
・
地
域

は
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
」
1

万
3
4
4
9
人
、「
中
国
」

5
7
2
2
人
、「

台

湾

」

5
5
8
6
人
と
続
く
。
増
加
傾

向
に
あ
る
外
国
人
留
学
生
数
と

比
べ
、
日
本
人
の
海
外
留
学
者

数
が
減
少
し
た
理
由
と
し
て
文

科
省
は
、C

O
V
ID
-19

の
長

期
的
な
影
響
が
一
因
で
は
な
い

か
と
分
析
し
て
い
る
。

公
表
し
た
。

J
A
S
S
O
が
実
施
す
る

「
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調

査
」
に
よ
る
と
、
令
和
5
年
5

月
1
日
時
点
の
外
国
人
留
学
生

数
は
27
万
9
2
7
4
人
（
対
前

年
度
比
20
・
8
％
増
）だ
っ
た
。

令
和
4
年
3
月
以
降
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（C
O
V
ID
-19

）拡
大
防
止
に

よ
る
水
際
対
策
の
段
階
的
緩
和

や
入
国
者
数
の
上
限
撤
廃
に
よ

り
、
留
学
生
総
数
は
新
型
コ
ロ

ナ
禍
以
降
初
め
て
増
加
し
た
。

　「
在
学
段
階
別
」に
見
る
と
、

「
高
等
教
育
機
関
」
に
つ
い
て

は
、
国
内
か
ら
の
進
学
者
の
割

合
が
高
い
大
学
学
部
等
（
正
規

生
）
お
よ
び
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
が
残
っ
た
の
か
、
前
年
に

続
き
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
れ

以
外
の
学
校
で
は
増
加
に
転
じ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

げ
、「
表
現
で
世
界
を
変
え
る
」

人
間
と
し
て
、
社
会
で
活
躍
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
、
同
大
で
は
入
学
前
に

「
実
用
英
語
技
能
検
定
試
験
（
英

検
）
2
級
以
上
を
受
験
し
て

C
SE
2.0

1
9
5
0
以
上
」
等
、

同
大
が
指
定
す
る
英
語
資
格
を
有

す
る
入
学
予
定
者
に
対
し
て
、
入

学
後
に
50
万
円
を
給
付
す
る
「
資

格
取
得
特
待
生
」
制
度
を
設
け
て

い
る
。
両
特
待
生
制
度
は
併
給
可

能
な
た
め
、
い
ず
れ
の
特
待
生
要

件
に
も
該
当
す
る
と
総
額
2
0
0

万
円
、
4
年
間
の
授
業
料
の
約
半

額
の
受
給
が
可
能
だ
。

　
英
語
力
を
強
化
し
た
い
人
や
将

来
的
に
海
外
で
の
活
躍
を
目
指
し

て
い
る
人
の
学
修
を
大
い
に
支
え

て
い
く
に
違
い
な
い
。

2 年間の計 6年間をかけて学位を二つ
取得するところ、4年間で双方の大学
の卒業要件を満たすことが可能だ。
　同大では、ダブル・ディグリー制度
に参加するためには留学前に無料のラ
イティング講座「English10」の修了
を必須としている。この講座は、アメ
リカの大学生が受講するアカデミック
ライティングであり、修了をすること
により留学中に受講できる授業に制限
がかからなくなる。
　受講資格は、必要な語学検定試験を
各自で受験し、申し込み前までに定め
られたスコアを取得すること。必要な
検定試験とスコアは、❶TOEIC 650
点以上❷英検 2 級かつ CSE スコア
2150 以上❸ IELTS 6.0 以上―のい
ずれかだ。
　KCC では、2 ターム（学期）と各

　共立女子大学（東京都千代田）では、
令和 6年度より「ダブル・ディグリー
制度」を導入した。それに伴い、2月
22 日にはハワイ大学カピオラニ・コ
ミュニティ・カレッジ（以下、KCC）
と新たな協定を締結した。
　ダブル・ディグリー制度とは、日本
の大学に在籍しながら海外の大学に留
学し、それぞれの大学で修得した一部
の単位を両大学が相互に認定すること
で、二つの大学の学位を取得できる制
度のこと。同大では、KCCへ 1 年間
留学することで、同大の学士に加えて、
日本の短期大学士に相当するKCCの
アソシエイト・ディグリーを取得して
卒業を目指すプログラムを実施。国際
的な視野を持ち、世界で活躍するため
に必要な知識や経験の獲得を図る。
　通常、同大での 4年間とKCCでの

ターム間に行われるサマーセッション
（インテンシブ）への参加を推奨して
いる。履修登録にあたっては、KCC
のスタッフが同大での履修済み科目を
確認の上、個別にアドバイスをしても
らうことができる。また、同制度を活
用して留学する学生を支援するため、
共立女子大では奨学金の給付を予定し
ている。留学する際の一つの壁とも言
える費用面でも、同大のサポートは万
全だ。
　卒業後に海外進出するステップとし
ても、重要な役割を担うダブル・ディ
グリー制度。将来的に海外での活躍を
目指す学生はぜひ活用して欲しい。

国内・国外での4年間で二つの学位を取得
共立女子大学

Global News Flash 世界と日本をつなぐ

大
学
独
自
の
奨
学
金
で

学
生
の
英
語
力
を
強
化

京
都
精
華
大
学

外
国
人
留
学
生
支
援

〝
日
本
語
ピ
ア
サ
ポ
〞が
つ
な
ぐ
国
際
交
流

京
都
光
華
女
子
大
学

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
訪
問
団

日
本
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
視
察

叡
啓
大
学

留
学
生
に
関
す
る
最
新
状
況

外
国
人
留
学
生
数
が
増
加
傾
向
へ

文
部
科
学
省

学
内
で
国
際
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る「
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

訪
問
団
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
学
生

学
生
の
英
語
力
・
海
外
経
験
を

強
化
す
る
奨
学
金
制
度
を
新
設

国
内
・
外
の
高
等
教
育
に
つ
い
て

考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
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279,274人

90,719人
188,555人

41,612人

外国人留学生数
（高等教育機関・日本語教育機関）
うち高等教育機関
（大学・短期大学・高等専門学校・
専修学校（専門課程）・準備教育課程）
うち日本語教育機関

■外国人留学生数の推移

（資料：文部科学省『「外国人留学生在籍状況調査」及び「日本人の海外留学者数」等について』）
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